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み  みずほを愛し 発展させるひと
ず  ずっと社会とかかわる 優しいひと
ほ  ほがらか 明るく 夢を語るひと

児童・生徒数（令和７年１月１日現在） 単位：人

一小 二小 三小 四小 五小 小学校計 瑞中 二中 中学校計 小・中学校合計

 357 234 288 327 215 1,421 441 299 740 2,161
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みずほの教育
人と人とが　かかわり合って　文化・教養をはぐくむまち　みずほ

みずほっ子目標
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【問合せ】社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５
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子どもから大人まで多くの方でにぎわいました。
今年は「あいさつからはじめよう～みんなで元気にこんにちは～」をテーマとし、子どもも大人も、

元気なあいさつを交わしていました。
子どもたちは、自分の興味のある体験ブースを巡り、どのブースも大変賑わっていました。

第18回瑞穂町こどもフェスティバル

ジュニアリーダーによる
オープニングセレモニーの様子

ラダーゲッター体験の様子
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10月19日から1月13日の間、企画展「大海道細渕家展」を開催しました。けやき館・
耕心館が建つこの地は、旧富士山村の有力な豪農、大海道細渕家のものでした。「大海道」
という屋号は、大きな街道(海道)、日光街道に面したことに由来します。
近代の細渕家は主に二つの面が見られます。一つは名主や村長など村政に携わった地
域の有力者としての側面、もう一つは、多くの家業を興して村内に産業を根付かせていっ
た豪農としての側面です。こうした多様な姿を持つ大海道細渕家を軸に、当館に新たに
収蔵された資料も合わせ、細渕家の関係資料を紹介しました。会期中にはギャラリートー
クも実施し、展示資料の解説をしながら、元狭山地域の歴史について話をしました。

11月23日の耕心館はミズホムジークとイルミネーションの点灯が重
なって、華やかな空気に包まれました。
声楽家の山浦ゆき子さんは、ドイツ・ミュンヘンへの留学経験があり、

その間の体験談を楽しくお話ししました。中でも、ビールまつりとも言
われるオクトーバーフェストの紹介の時にはおしゃべりとダンスで大い
に盛り上がりました。
第二部は、オーストリアのザルツブルグを舞台にしたミュージカル、サウンドオブミュージックで歌われた楽曲
をストーリーやその背景などを織り交ぜながら熱唱しました。普段は壮麗なクラシックが中心の耕心館ですが、
エンターテインメント色を前面に出したライブで楽しませてくれました。
この映画は第38回アカデミー賞で作品賞をはじめ5部門を獲得した名作ですが、実在の物語がベースになって
いるということをご存じでしょうか。明るい楽曲が多く、深く見ないと見過ごしがちですが、舞台になったのは
第二次世界大戦のとき、映画になって世界で大ヒットしたのがキューバ危機のころ、と戦争の影が付いて回る作
品です。そして今、世界に戦火が広がる中で、再び平和への思いを届けてくれるのではないかと期待しています。

デコパージュとは、ペーパーナプキンに描かれた
絵を、無地の皿や小物などに貼り付けて装飾する
ヨーロッパ発祥の手工芸です。専用の液で貼り付け、
ニスでコーティングして仕上げることで、擦れても傷
みにくく防水性があります。
耕心館では令和4年から毎年2回の講座を実施し

てきました。特別なスキルは不要で、手軽に楽しむ
ことができます。そしてお子さんと一緒に楽しめるというのもファンが多い一因でしょう。今回の講座ではクリス
マスキャンドルを作成しました。
耕心館では、おうち時間が楽しくなるような手工芸品講座をいろいろ企画しており、多くの方に参加していた
だいています。デコパージュはフランスが起源で、8月に行なった講座のニャンドゥティはパラグアイの伝統工芸
品というように、海外の文化と気軽に触れ合う機会を提供しています。参加者からは難しかったけれど楽しかっ
たとの声をいただいています。
また、日本の伝統文化としては東京手描友禅の伝統工芸士、阿部信行さんを講師としてお迎えしている友禅体験
講座や、耕心館ボランティアグループが指導するつるし飾り講座は、今や欠くことのできない人気の講座です。東西
の文化を手軽に、体験できる場所として、耕心館はこれからもバリエーションに富んだ企画をご提案してまいります。

ギャラリートークの様子

ミズホ・ムジーク　アルプスが磨いたメロディー～ドイツ民謡からミュージカルまで～

耕心館講座シリーズ 「かんたん♪たのしい♫デコパージュ講座」

【問合せ】  ☎ ５６８－１５０５耕心館

開館10周年記念企画展「大海道細渕家展」

展示室の様子

デコパージュ 阿部信行さんの
手描友禅講座

ニャンドゥティ講座参加者と
講師のSunny Lab. 晴さん（右端）

【問合せ】  ☎ ５６８－０６３４瑞穂町郷土資料館 けやき館
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羽村・瑞穂地区学校給食組合では、学校給食や食について広く啓発を図るため、ポスターコンクールを実施
しています。（共催：公益財団法人東京都学校給食会）
今年度は羽村市、瑞穂町の小・中学校に在学する児童・生徒から335点の応募をいただきました。審査の結果、
最優秀賞４点（羽村市から３点、瑞穂町から１点）、優秀賞４点（羽村市から４点）、入賞23点（羽村市から13点、
瑞穂町から10点）合計31点が決定しました。
最優秀賞作品を掲示した給食配送車が羽村市および瑞穂町内を走りますので、ぜひご覧ください。
瑞穂町からの受賞者は、次のとおりです。（敬称略）

詳しくは、「羽村・瑞穂地区学校給食センター公式サイト」（http://www.kyushoku.or.jp）をご覧ください。

令和 6年度　学校給食に関するポスターコンクール審査結果

【問合せ】 羽村・瑞穂地区学校給食センター給食課管理給食係　☎５５４－２０８４

最優秀賞

入 賞

小野 千景（三小５年）

田村 あかり（一小２年）
朱藤 星莉（二小２年）
川上 愛叶（二小３年）
伊藤 朱那（三小４年）
櫻井 　愛（三小４年）

田島 光莉（四小３年）
久保田 睦心（四小５年）
荒川 和花（五小２年）
市川 京楓（五小５年）
奥下 綺桜（五小６年）

文部科学大臣から元瑞穂町教育委員会委員　滝澤福一さんが地方教育行政功労者表彰
を受賞されました。
これは、平成23年10月から令和５年９月まで、12年間にわたり教育委員会委員として
町の教育行政の発展のために尽力され、その功績が顕著であると認められたものです。

地方教育行政功労者表彰
滝澤 福一さん

【問合せ】 学校教育課庶務係　☎５５７－６６８２

鳥海俊身さんは、平成26年４月から令和６年４月まで３期10年間教育長として学校教
育及び生涯学習の推進に尽力されました。平成29年度にふるさと学習「みずほ学」、令和
２年度に放課後学習「学びのテーマパーク」等をスタートさせ、令和４年１月に瑞穂町図
書館をリニューアルオープンさせる等、功績が顕著であると認められたものです。

瑞穂町功労者表彰
鳥海 俊身さん

中野裕司さんは、平成28年10月から令和６年９月まで２期８年間教育委員会委員を務
めていただいたほか、青少年委員、社会教育委員を歴任されました。瑞穂町の教育行政に
対しての貢献が認められ、今回の表彰に至りました。

中野 裕司さん

【問合せ】 学校教育課庶務係　☎５５７－６６８２
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【問合せ】  ☎ ５５７－５６１４

図書館と図書館ファンクラブMIDORIとの共催で、８月３日～４日
に図書館にある自分の「推し本」を紹介するPOPを作りました。
参加者は、自分が薦めたい本のおもしろさを伝えるためにキャッチ
コピーを考えたり、町内在住のイラストレーターから指導を受けてイ
ラストを描いたりして、思い思いのPOPを作りました。できあがった
POPは、本と一緒に館内に飾りました。

〇 本のPOPを作って図書館に飾りました

７月13日に「せんせい！ぼくの、わたしの作品、見てくださ
い！！～図書館を使った調べる学習コンクール作品相談会～」を
開催しました。参加者は全国コンクールの審査をしている小畑先
生に、取り組んでいる作品を見てもらいながら、質問したり、ア
ドバイスをもらったりしました。

〇 図書館を使った調べる学習コンクール作品相談会
　 を開催しました

〇 第７回　瑞穂町図書館を使った調べる学習コンクール入賞者
11月20日に瑞穂町郷土資料館けやき
館で表彰式が行われました。小学生から
一般まで494作品の応募があり、次の作
品が入賞しました。

９月１６日に「『おしいれのぼうけん』であそびましょ！」を開催し
ました。参加者は休館日の図書館でモビールを作ったり、暗闇を体
験したりして、絵本『おしいれのぼうけん』の世界を楽しみました。

〇 「『おしいれのぼうけん』であそびましょ！」を
　 開催しました

賞 学校名 学年 氏名 作品名

＜小学生の部＞

最優秀賞 三小 ６年 栗原　彩羽 わたしと図書館

優秀賞
三小 ６年 戸谷　ひより コーラで本当に歯はとけるの？？

一小 ４年 中田　峻太朗 意外と知らないカツオ節～カツオ節大解明～

佳作
三小 ５年 堀澤　澄瑞 かわいいくまってどんなクマ？

四小 ４年 武藤　唱馬 日本の文字の歴史と成り立ち

努力賞
二小 ４年 濱竹　祐輝 ぼくの好きな新幹線について

五小 ６年 江川　詩織 どうしたらゴキブリを好きになれるのか？

＜中学生の部＞

最優秀賞 南多摩中等
教育学校 ２年 堀澤　　橙 あなたは何を食べますか。～迫る食料危機と昆虫食～

優秀賞
二中 ３年 臼井　　杏 合計特殊出生率から見える日本の今

二中 ２年 濱竹　紗綺 病院のお仕事

佳作 瑞中 ２年 江川　琴美 クリの木に出現した集合体の正体

＜高校生の部＞

最優秀賞 瑞穂農芸高 １年生 本橋　咲空 和服について

優秀賞

瑞穂農芸高 ２年生 髙橋　　凛

おやきで町の産業振興に寄与できるのか～続編～

瑞穂農芸高 １年生 梶山　来杜

瑞穂農芸高 １年生 小山　陽大

瑞穂農芸高 １年生 土屋　和子

瑞穂農芸高 １年生 皆川　七海

瑞穂農芸高 １年生 八木　唯愛

瑞穂農芸高 ４年生 井上　海斗 植物、野菜、果物の種類や構造、繊維について

佳作
瑞穂農芸高 ２年生 落合　実和子 人体と恐竜の「骨」について

瑞穂農芸高 ４年生 古川　永遠 発酵・菌・微生物・培養

＜一般の部＞

努力賞 梅田　美枝 酢の効用

（敬称略）
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瑞穂町スポーツ優秀賞・スポーツ奨励賞（敬称略）
　スポーツ振興のため、スポーツ競技において顕著な成績を収めた方（個人または団体）を表彰しました。

◆サッカー競技　髙木　琉世
第 102回全国高校サッカー選手権大会　第３位
◆サッカー競技　髙山　裕司
JFA 第 23回全日本О-50 サッカー大会　準優勝
◆ソフトボール競技　ウイングス
第 30回関東社会人男子・女子ソフトボール大会　優勝

◆軟式野球競技　小山　優輝乃
第 22回全日本女子軟式野球学生選手権大会（中高生の部）　出場　（中学生女子軟式野球チーム：立川ホーネッツ）
◆軟式野球競技　三澤　里彩
第 22回全日本女子軟式野球学生選手権大会（中高生の部）　出場　（中学生女子軟式野球チーム：立川ホーネッツ）

【問合せ】 社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５　　社会教育課スポーツ推進係　☎５５７－７０７１

【スポーツ優秀賞】

【スポーツ奨励賞】

瑞穂町文化賞（敬称略）
　文化振興のため、文化活動の業績顕著な成績を収めた方（個人または団体）を表彰します。
◆教育部門　関谷　朋果
第 17回べーテン音楽コンクール 2023年度　優秀指導者賞
◆研究発表部門　小川　あずき
第 75回関東地区学校農業クラブ連盟大会　令和６年度　千葉大会 意見発表会Ⅲ類　優秀賞
◆研究発表部門　小野家　絵里子
第 75回関東地区学校農業クラブ連盟大会　令和６年度　千葉大会 意見発表会Ⅰ類　優秀賞
◆研究発表部門　瑞穂農芸高校畜産科学科　養豚類型プロジェクトチーム
第 75回関東地区学校農業クラブ連盟大会　令和６年度　千葉大会 プロジェクト発表Ⅲ類　優秀賞

瑞穂町青少年善行表彰（敬称略）
　青少年の模範活動に功績があった方を表彰します。
◆功労賞　田中　勝美
福生消防少年団員の育成

◆功労賞　福泉　俊一
福生消防少年団員の育成

〇 クリスマス会を開催しました
12月に各地区でクリスマス会を開催しました。
参加者は人形劇等を楽しみました。また、１２月１８日の武蔵野コ

ミュニティセンターの会では、在日米軍横田基地第374整備郡からク
リスマスギフトとして本やおもちゃが贈られました。
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　今年のテーマは「道」。コロナ禍を乗り越え、町の文化・繋がりを創り上げるため、皆さんは 1年間に培っ
た技術をふんだんに凝らした作品の展示、そして練習を積み重ねてきた成果を舞台上で堂々と披露してい
ました。

【問合せ】 社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

第56回瑞穂町総合文化祭10/26 ～ 11/4

　青少年委員会とジュニアリーダーたちが、産業まつりに集まった子どもたちと、雪だるま人形を作った
り、ヨーヨーすくいを体験しました。

【問合せ】 社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

産業まつり「子どもの集い」11/10

　自分で作ったオリジナルの紙ひこうきをビューパーク競
技場で飛ばし、部門ごとに競い合いました。
　子どもから大人まで、多くの方が参加し大変賑わいまし
た。

【問合せ】 社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

瑞穂町子ども会連合会主催事業「紙ひこうき大会」11/30
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第 40回 青少年の主張意見発表会 入賞者
　12 月 7 日にスカイホール大ホールで意見発表会が行われました。応募数 767 点の中から当日は、優秀賞入
賞者の合計18名の内、17名の青少年が堂々と意見発表を行いました。
●入賞者（敬称略）

令和７年 二十歳を祝う会
　１月 12日、スカイホールで「二十歳を祝う会」
を開催しました。当日は 251 名の、今年度二
十歳となる若者が出席しました。第１部式典で
は、二十歳を代表する実行委員が、節目の歳を
迎えての決意や、お世話になった方たちへの感
謝の意を述べました。第２部は実行委員が企画
運営を行い、クイズや中学時代の恩師からの
メッセージ、思い出の写真を収録した動画の上
映を行いました。

テニスコートが新しくなりました
　防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して、瑞穂第二中
学校の整備工事を行い、テニスコートの整備、防球ネット及びコートラ
インの張替えをしました。

【問合せ】 社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

【問合せ】 社会教育課社会教育係　☎５５７－６６９５

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

小学生の部 中学生の部 高校・一般の部

山本 輝依（五小）
『私たちの未来のために』

板倉 己徳（二小）
伊藤 玲奈（一小）
唐鎌 　心（五小）
栗原 　凜（三小）

中嶋 麻陽（三小）
馬場 礼心（二小）
森田 裕也（四小）

阿髙 　優（瑞中）
井垣 百枝（瑞中）
小野 絢菜（瑞中）
鈴木 優良（瑞中）

池田 芽音（四小教諭）
大野 蕗音（瑞穂農芸高等学校）
小澤 　恋（瑞穂農芸高等学校）
横田 奈帆（瑞中教諭）

露木 茅乃（瑞穂二中）
『夢を持つということ』

松本 千明（一小教諭）
『体育から共生社会を』

優秀賞 優秀賞 優秀賞
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教育委員会定例会報告

令和7年（2025）２／１　第４8 号

前号でお知らせした以降、９月から１２月まで定例会
を4回、臨時会を1回開催しました。

＜主な議案＞
・第２次瑞穂町教育基本計画後期計画（学校教育）に
ついて

・瑞穂町スポーツ推進委員の委嘱について

・令和６年度一般会計補正予算（第９号）の原案中教
育に関する部分の意見聴取について

＜主な協議事項＞
・令和７年度一般会計教育費予算の編成について

＜主な報告事項＞
・令和６年度瑞穂町文化賞表彰被表彰者について

・令和６年度瑞穂町スポーツ賞表彰被表彰者について

・令和６年度瑞穂町青少年善行表彰被表彰者について

・瑞穂町自然保護等指針に係る令和５年度の実績調査
結果について

教育委員会の会議は、毎月１回（原則として、第4木
曜日）開催し、傍聴することができます（非公開の事
項を除く）。
開催日時および会場は広報みずほに掲載されます。

また、教育委員会ホームページから開催内容や過去の
会議録を見ることができます。

【問合せ】 学校教育課庶務係　☎５５７－６６８２

教育委員会委員談話

水槽を寄付していただきました

私は各小学校で実施されている放課後子ども教室のスタッフとして長く活動してきまし
た。低学年は宿題や工作などをしています。工作は季節にあわせてハロウィンやクリスマ
スなどの飾りや、割り箸や紙コップなどを使った遊べる工作を行っています。子どもたち
は「今日は何作るの？」って目を輝かせながら教室に入ってきます。高学年はタブレット
を使って自由に過ごしています。今の流行りを教えてもらったりしながら話しをしてくれる
子たちと過ごす時間はあっという間に過ぎていきます。
スタッフとして教える事も多いですが、学ぶ側としても多くのことを子どもたちから学べることに、気づかされ
ました。子どもたちとの日々の交流を大切にし、彼らからのフィードバックや学びを通じて、より良い教育を実現
していきたいと思います。

町に水槽と水槽用品を寄付していただきました。ありがと
うございました。現在は瑞穂第二中学校で活用させていただ
いています。

第 34回：瑞穂町教育委員会　委員　白石　渚

【問合せ】学校教育課庶務係　☎５５７－６６８２


